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　ケイシ甕分翻干濯母はタ’講三常続謬蘇救で矯　よ惣のウランも掌爽出

で懸るの聯夢微量のウ讐ンを定量するの藍もウとも1童気、ノ

ている。Lたがって，絵旨鷲申の微耀のウランを定搬す愚

方法おしいぐよく用い熱激、ている雛〉儲い蜜窟で本所では

すでに貴憲馨）が報告したよう窺タ岩宥藝弊のヴラン・を次の

よ勢な方法で定量レていた．すなわち，試料を炭酸アル

カジなどで灘解して完全に分解Uたのち硝酸癒に変え，

ウ讐ンを灘蓼嚢瓢チノレで掃漂出摩嘔るの　この離蓑酸灘チノレ融一気蕊

量をと墾撃霧融斉彗を力葺えて羅麟鐸柔／夢携鱒翼摩勿のケイう硫箏毒l／斐を瀞！

定してケランを定量する．レかし夢黒の方1嚢は，鎗μ墓

以、ぬのウヲンをづン審？づ蝸る毒霧・合と妻暴な鯵，難羅駿瓢攣ノレで脅

ランを抽撮するための繭処理に時閥が毒議か葛藷メ毯のウ

讐ンを完全に蟹1出する撚とがむずかしい，いろいろの試

薬を矯いるために空実験纏力黒大きくなる癒どの欠、輪う鷺あ

肇た。し蹴が・二）て，鑑較的定量範懸が広く，蔦のような

欠、轄のなレ穿ジン分析法の確立を熱鞠として研発を行な

レ、薪織，足す㌧くき議誓鐸熱を霧・たので潮受餐学愛｛恐．

　甑難に報智する方濠は，陰イオン交換樹脂侶犠形）を

用いてウランを吸着させて大部分のイオンと分離し，さ

　奪書糞麟謬書纂

硫塩酸（藍報）で洗浄し，塩酸（鋤で溶離する轍と

に碁轡トジクムなどの妨害元素を除いたのち，ケィ光分

析法でψランを定量するものであ恐。

　本熱によれば空実験籔も懸わめて少なく，ウラン含有

率1）．1轡凱～纏）轡鞭ζ銃）黛苓を比較的簡単迅速に分析

するこ1とができる倉

慧．　試瞬薬および襲置

　贈ラン標準溶液雲特級硝酸クラ嵩ルξ講く塩鞭を少量

の水に溶解気．’，硫酸5認を加えて加熱し，無水硫酸の

覇煙を発生器せたのも，水で灘）顯～とする。濃度は

薪鍵竣欝導慧セリシムによる多蓉灘駄渥轡で決～定した。　轍の溶幸夜

の無編は鷲ρ彗約蓋灘翼を含む．、実験に際し，鉱の溶

液をうすめて使用レた。

　陰イオン交慧爽越覇欝1アンノ瓢一一ライ　ト嬢G詞を｛沿を，　慕イ普

懸汝の編灘俊（緯％）で禦1づ1ン1処“理したのち藷蓄疑夜力盆中菅童とな

る露で7数汐繁レて探爺翠1壌嶋るの

　轡ラン用融剤1特級炭酸ナト欝ウム（無水）趨琶夢特

級炭酸力辞歩ム〈無水）繕鍔壁特級ソッ化ナトジウム懲

翼をよく混合したのち，自金蒸発ザ欝（容量鱒叡霧〉に

入れ，⑳む℃で融解する。全部が溶融すれば直ち鐙冷却

する。融塊は，款く粉砕し瀧鍔）ち蜷せんしで貯蔵する．

黛爆一く慈蟹》）
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籍工羅　　イオン箏謎換燦ラム

　イオン交換カラム1第竃図，上難陰イ、オン交換樹脂を

5馨驚の高さに詰め膿．

　白金ザラ1第黛図，叢量約籔翼

　長秀過饗ケィ光光度計1欝本無線医理学研究所製野呪簸孚一

葱型．

　峯滋言鋒溝立製作所製鉱蕪M護型

　その侮ぜ一カー筆ビペツトなどガラス暑鐸具類もウラン

の混入を選けるため，一般の器呉と区劉して用いた・

欝．勢析方法

　諜．婁要鷺

　試料をフッ化水素酸および硫酸で分解し，水および少

量の過酸化水素款襲を加えて煮沸し，可溶性分を溶解す

る。冷却後アス謙ルビ詑酸を加えて鉄などを還元レ，夢蕪

を茎，離～瓦．熱に調節したのち，イオン交換カラムに通鳳、て

ウランを吸藩させる．水および塩酸（蓋牽歪〉で洗浄した

のち，塩酸（葱鞠でクランを溶離し，流出液を蕉確／麟（｝

認とす翫．この…・定量鳶鶏金ザラに分取』蒸発乾灘

したのち爵ゆラン用融剤を煎え三分間バーナ…で融解す

る．冷却後融塊のケイ光強度を測定して慶ランを定量す

る、9

　欝．驚操作

　翼）　試料置麟のを海金ザラ（容量紛飯憲）にと簑，

フッ化水素酸驚置蘇を煎えて加熱分解する。

　幻　硫酸G＋め触擁を加えて加熱を続け，無水硫

酸鈴臼煙を発生させたのち冷却す恐韓

　鉛　分解物をど一灘一（容量懸嚢編）槻移レ，臼金

ザラを水で洗浄する。

　奏）　液量を離｝鎗奪灘」とし，過馨駿化水素水（騨％）箋

驚どを加えて鋤分間沸騰させる。

　慕）　少量の捻紙バノンプを加えて羅過レ雛鱒，水で洗浄

したのち窯混塞で冷却する、液量が嚢（／鰍憲以下であれ

ば糸勺嵐〔灘葉鷺♂にうす蓉！〉樽⑬

　藝〉　アス慧ルビン酸約｛）講叢を加えズ溶角翠し翫の

ち濾婁），アン・騰嵩ア水（圭十め象たは硫酸（璽十めによ

験r涯蓋を置，○～竃，誉に調節する。

　麟　毎分約飯罵以下の流速でイオン交換カラム癒

1磁一過藁繍る強

　鎗　毎分約録憲以下の流速で水5蟹憲，次に塩酸

（豆一ゆ驚擁滋を流す諮

　斜　塩酸（脳）麟ヱ罵を，蘇分3認以下の流速でカ

ラムを通過さ鷲ブぐウラン・を馨容馨灘する爵

　紛　流出液鷺蟹ぬ潔メスフラス灘に受け，水で｝標線

鼠でうすめて蕉確1に黒軽瓢どと摩嚇る為

瀞一（蕪璽）
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餐），赤タ霧麟嚢球を揮銭ゾ◎，繁発乾繊するむ

　董齢　ウラン藩票鱒諜液⇔、置／馨ずつを3盤穫嵯擁ザラに

と夢，　満ミタ醤糞建矯之を用いて、、、、賠葺逡i鱒し（翌S）£ギ1、i魂藩醤と警菰

学テして処礁！す聯轄

　璽鋤　ヴヲン用融剤黛慰を加えてバーナーで融解す

る隷5）。

　盤）　ヂシゲーター中で約30分冷却したのちケず光強

／斐を灘定する譲、紛奪

　鋤あらかじ漣）作製した撫翻穂／翫ぐウラン含有
捧嚢を鯨こ出計る岩
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　鑑讐　試料の分解につい℃

　妻馨欝試料を分搬壁する方法遺1，いろいろあるが，ッツ化

水融酸および硫酸による分解濾もよく壌いラれている．

この揚暦，試料に凝）微．：の不溶解物を認騰逢7う協

る・数種の試料麺ついて，こグ）残サ中にどのジ網　　ノ　レ

が残燕鐸するか離彗べた覇

　趨蕎試料載5鍔を爵金ザラにと㌢）　繰作（1）～（菖）に

よって雛別した残サを灰化し，アルミナルッボに移U，

少難の過酸化ナト！お慧ムで融解する．融解を水に1き罫解し

硫酸をカllえて酸性とし，蓬作（・の以下の方扶によ13処理

し好露譲鷺謁鶴勃結果齢稿潔こ考サ．

　控箆）　試料のウ讐ン鷺霧》難が鎗罫響｝撒以遥プ騰合ll，

試料｛）謹霧をとる、，

　窪勃　こ二の残サ中鐙ウラシを定、1一る必要がある場癬

は次ぜ）よう1こゴ欺う。　舞甥」し．野鴫謄髄を磁製ノレツ潔で灰fヒ

したのちアノレミナノレツボに移しタ摩籔の遍灘｛ヒナト！いン

ムを加えて轍解する。融成物を水で溶解しタ硫酸を加え

噸離とし認の裾鮮（塾）雲擁坊融艶魑ける、、

　教髭3〉　　　　　　　いときは適鍛を追加す愚馨

　1腿）1嚇絶蛇》ン訟梅罵i董）撲尋・メ、㎜i漣疲趨瀞，5

凱4　i欝）凱以下の撫きは　誉題！を分取する“

　漣5）　バー一ナー紅よる醸！解1方法1／1翻Lたメッケノレバ

ー一ナー．1二に葬麟こ角を譲。き夢この、1津皿霞ノダラをv）管

騰。ウラン鱒発蕪剤が全蒲玉蓉融すれ総黄（鶏金ザラを粘二1二

三驚にのせでか善菊～鱒秒であることが鍵ましい）自、、変

ザ誉を蕪：ち紅と1り技1し数秒閥　驚華物を．脇1）蜜ぜツ、，、蒸、艶

たび粘土≡幾にのせ夢藝．1金ザラ驚，鍬め蒙薄化し、た離分が全

部溶謙す薦ば灘ち1こ冷却す誉）、、

　1 1憾）　ケヂ光強／、費の1覇定：ケイ驚光度計の購／菱を適裏

紅して餐　箋作（鎗）以下蹴）方誌鎗二，、㌘て愚理し薮1）濃！懸の

ゆ讐ンを含む運箏個の翻燐葉ま鋤グ）ケぐ光強穫：を渤捗夢燃の葉

均繍を蹴めるのこの華漢、舞蔭に議も近い易．ず光強蜜を持つ
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　試料紅よ診幾分ウランが残留するものもあるが，全ウ

ラン含有率ラケイ光法の精度からみて闘題韓する樵どで

はない、したがって，本法では，ツツ化水素酸および硫

翼綾に激る分メ騨澹妻癒｝憩マ・ることに鴛た，藩

　購．登　ト華ウム，ジル蝋農ウムの影響

　韓遷豊．o～！．恐で陰イオン．換樹脂（叙）農形〉に吸、講さ

れるものにシウランの戴か馬熱，Nb，w，む，猟蓼欝烹など

がある難＞。これらのうち穿潜1鷲申のウジンをケイ光’法で

定籔する場合，特に間題となるのはトリウム，ジル灘講

ウムである、トリヴム，ジル慧灘ウムは，ウランのケイ

光を著L．く弱めるので，除去する必要がある。トリウ

ム，ジル鴛瓢ウムは，強癒酸酸性で陰イオン交換樹騰

（（憶形）には吸欝されないが｛り，ウランはよく吸着され

る？）．　そのため，ウヲン，トジウム，ジル灘ニウムが陰

詳融成壕舞が置三轍暴こ置（）（壌6を胃禽す。軌う轍ヲ撰嚢：掛の漏、譲：を調箋褻

し，ごの融成物を標蜷1とい◎1購鞍）ケィう硫強／、費を溺定す

る、）

　渡7）　検　線の／乍）宵ζ嘉嚢議線は餐，冨乍（1豊）における分

欝貧議に，款・て変藷・）る。　気／配がつて，肇i織義鋳の費警ン含有率

至茎）騨難以下のと懸，豊茎畢凱以1二のときでは別の検戴線を

で㌻る必“要がある箒

　（麟試料のヴ糞奢奪一韓が這轡鋤以上グ）霧合グ）検 ；

麟長：ウ槽ン欝鏑襲溝堂夜から（y｝i（｝君馨費獲イ嬉蔓1こと！）肇羅こ藻菱

（碧縫）（）惑燃どを鋤え水で墨叙）蝋9ζこうすめ，以下操作

（萎）へ’（蓬婆）続準◎て処菱llする。驚だし蓬叢作（縫〉にお季ラ『る

1分翼敦鷲姻、黄ぐ）、葺叢露　と摩艸愚、，このプ〆で・光灘ミ／斐を豪塁i舞窺むてウ、

ラ〕鐵とケイ）覧強度と薪関／繕芝を作1）づ　これ，を／蛮量秀県と

サ鴨る匙｝

　1鱒　聾式彗鐘の轡ラン壌塞響ゴ率重欝P勲以下の1鑑合ザ）検灘線壽、

ゆラン標準溶液｛）～墨潔蓼1を蕉確にと診肇硫酸〈蓋十豊）｛）惑

驚zを加え水で1（｝《）難ど韓うすめ夢　碧、「逢繰／乍（彗）・〉（董4）

1　準じて麦奪鰹す』る雛たゴごし蓬熱作（1量）I証おける分数嚢鷺は5

黛躍とす避．、　このケぜう鷺微1射を泓導定乳、．てゆ勝ンま藪とケノ

光藤鮮斐とヂ暑矯係1線をイ／’｛勢婁　こ溢。を羅縫殺楽泉と博→る、，

蓑＄…（墨黛驚）
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イオン交換樹脂（駅羨形）に！吸着されていても罪塩酸で洗

浄すれば，トジゆム，ジル聡識ウムはかな蟄除去できる。

　クラン，　トリ汐ム，ジル灘諜轡ムを陰イオン、交換峯鋤鍛

（S（｝、蚤形！に吸藩させたのち，塩酸雛＋！）5戯癒で洗1争

し婁操作（嚢）以下の方法でウランを定量レて拳　トリヴ

ム，ジル濃瀞ラムの妨害がどの程薫除去できるか調べた

（第窯表）．

鐸享黛表　　トリク藩㌧　ジノレ濃論ヴムの景

　z夏｛、㌔　　　　　　簸
欝篶　｝象　 、鑑　　’籍　　ll

　．胃（灘慰烹…触、　　　　 （’）

　　　　　　　　　至．騒

　　　　　　　　軽．馨

　　難　　　　　雛．欝

　　5む　　　　　○．雛

　毒．曝　試料の分取量煮ケイ光強慶の関係

　操作（難）紅おいて試l／の分取．を多くすると検 ご線を

三登え、る磁・要二がある韓

　慶讐ン標酸溶書夜玉／慰をと撃，／酸（レ｛一D《）5瓢ごを

力敵懸鋸／のすめ，撫顧ω夙至婆）に準じて処理す

る。たiだL、操脅耗賛）における分取1嚢を変化姦鷺る薙

　ここで検量線を懸えず，ζ〉ラン轍襟作一注㌘（め紛検

　線（〔｝，怨編を5罷取した誘． 合）によって計算してみた爲

こ二の落墾梁i慧鐸萎藤壌謡こ7」て摩㌔

　　　　　　　　．貸○　　導
　　　　　　　　取　量採　取　量
　．繋簸乏＿一、

　　　　　　　　　驚　　隻

　　　　　　　　鶉　　至

　　竃

　　孟

第毫嚢　分取黛を変えた驚葦の灘定緒畢

　ジル翼慨ウムは，多丁、頓あれば塩酸（レ臼）灘黒霧で

洗浄しても，完全に除去する扁とはできなマ・が，、蝋㊤

岩，石中に第驚表のように多．難に存在することはない。し

たがって，岩ぞ沖の少ラレを定量する場禽，塩酸で洗浄

すれば，トリウム，ジル灘瓢ウムの妨、はほとんどなく

なるものとしてよい．

　毒．諜　バーナーによ愚融解法の精度

　ウラン用融剤で融解し筆ウランのケイ光体敏難製する

ときの条仲については，劉礁磁鴬轡が電気炉を用いて詳

細な研究を行な肇てい恭．

　しかしラ雀桑作一業虹難〉に示レた方法によれば季バーナ

…を用いて融解しても，篇単に比き．轍勺よい精魔でウラン

を定薫．；できることを知った．

　○．釜，蟹欝μ餐のクランを白金ザラ（第劉麹に撫勢，

蒸多，譲乾圏したのち少ラン用融剤黛騨を煎え，操作一注襲）

の方法で融解し、たのち，ケイ光強度を測定した結警を第

窪表に∫糞づ噌。

第雲　　　バーナ卿・一に。と恐1蕪！弊法鐙騨多騰：

驚　　激難伊餐ヨ
轟融　 無叢　婁蹴　饗気　　　i

平
動
均
イ
系綴淵

烹鍔糞響／臨続秦歯壌哩る

　　　　　　　　（％）
，パラツキのゴ養プく

　　　　　　　　　　1

○，韓

驚

○．○総

黛，馨

藤．谷

甥ル潤笈ケマーソレr㌣　一〇済”憶

雛．毒蚤

欝

○．鰹麟

韓．毫

蕊．黛

　ケイ光法では，この程度賦瑳，蔑差をさらに小さくする凱

とは，小型の電然炉麟抄ても，かノ謡むずか晒’・し

驚がって葉普通の分析の藩

う、

は胤の鎌嫡蝦去で亨敏ラン匿きあろ

　　　　　　　　　　　導
分　敵　慧　　窯　量　鎮
　　（懲参　　　　　　　　　（ざ惣＞

　　　曇　　　　　　○．軽雛

　　　雲　　　　　　暮，○灘

　　　　亙　　　　　　○．瞭Q

　　（）．鋒　　　　　　　　（），（）〔｝嚢？

　　置叩ぎ

計　　算　　｛嶽

　　（触＞、

難．緯○

○．鰐（1

ギ｝．瞭○

離．○鱒

　この葺、蒙／幸畷か1三〉至鶏ご以、．L分／敦しプ雄　無1犠の誤差を生

鶏，葺騰～を分取した驚合‘には懸難0％低い撃lll勲となるこ

とがわかる無このように負の1　　生ずる源琵鐡は，洗

浄・溶離紅使羅L〆た塩酸中鎖ウランのケイ光を弱める消

瀬物質が存在するためと推測され懲が，塩酸纏のなにで

あるかわかっていない。レたがgて，試料の！ンラン含有

率が蓋欝欝熱以下の場・禽のほか婁　（）惑謙」以．ヒ3取する

ことは遊けた訟うがよい．やむをえず甑5mJ以．無，取

する鳩合には，賛取量靴応じた検 灘蓑を！乍る必要があ

悉9

　螺．羅　共存イオンの影響

　痂ン勧ラン騰鯛聴麟／㌢ぺ融解する場創
1～隻（）〆蒐の（】罫摯汽・無ラ£k），Ni妻L訟撃森齢Pも感聡｝餅掴c鰐

曇ヤ筆N（量鋒灘～購（｝、£璽の腰灘聾F献，礁鷲艶際陽殴馬1灘幅／ξ瞭○

、義璽疑）「ゼ蓋が存在す津もば爵　慶ランのケイ光強度は鱒％ま

たはそ才縫抹皿L響野められ・る恥嚇

　しか気〆畢これらの罵糞の大部分1試タ陰イオ》．鷲換樹騰

（額）農形〉に吸誇謡恥ず，吸葺き妻されるものも塩酸織理1孤よ

！）かな！）除去できると考えられる。レたがウて筆本法に

よ9ノ場脅，試料にどの程臓ま｝ぐ樵れらの元素が存在し

ていてもよいか2いくっ矯の灘謬芽隔1二ついて調べ、てみ霞諏3

　ヴラご、・b裾に検討すべ議イオ詑を凝1えて操作（暴）～

（雑）に準じて処理！ボ，ウランを定量レノ㍍鳳の結果を第

§酪に万衛摩瓢離

　ジノレ羅描クム夢揃リブデン’は5畿烹壌以＿1庶あれば群ラン

のヶイ光な嚢麟裟するが，・捗振中に多黛瓢存在する瓠とは

癒い．また，戴験驚、1賂L壌鉛は醐駿で沈殿レ，スズも

多、蓋にあれば加水分解して沈殿する・希土類悪素は藤運

薫7・一縫驚鋤
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第誉嚢　典存イ愛ンの影毫馨夢

メ無　饗詳　イ　 オ

　　、．皿、 、．爆）

、．．……．．．

　｛）．｛）黛（1（）　｛礎罫

　《），璽（｝（x）　聾翌論

　ζ）．《懲｛）1）　《蒙巻

　《）．｛》暮（）｛）　碧践

　○．ぐ）嚢《x）　丁量到）塗

　《）．黛（1｛）1）　鮒響

　1）．薮xl｛）　く1襲蕊

　｛）．翌（）（ll）　z難

　｛）．｛）峯｛）｛）　犠薫

　《》．｛）誉（）｛）　業罫ぐん

　《瓦（瞭（）（）　黛欝○熱

　｛）．（1器｛翼）　聾蛋春

　｛）、○嚢（x）　汽度（）

　　　導
建　　難　　値
　　　 ．．、（擦嚢

　　　茎，○蒙

　　　嚢．総

　　　む、繍

　　　夏．○○

　　　蔓．纒

　　　む．総

　　　翌．毒む

　　　葺．磁

　　　○．囎

　　　嚢，総

　　　○．欝

　　　○．雛

　　　○．纒

藩釜暮馨幾　1分　夢紫　蟻馨　倭襲

　　　　　　　翠
　N轍　　定　巌　燈
＿．＿＿．．　．

＿

　．＿．．㎜窒槽望塾烹…＿

　　翼　　　　婁，藝

　黛　　　　隷．s

　蓼　　　　零．き

　墨　　　　難．嚢

　葺　　　　9、○

　　　　　　き韓畝　二1麹　 1
、く登箋難塗 一．．．．．．．、1

＿、

｛％）．．

　蓼、馨　　　　　慧．雲

窯でも陰イオン交換樹旛（叙）毒形）轍吸着されない鋤。

したがって，本法によ静碧蕎中の轡ランを定爆謹する場

合，これらの元素が妨審となることはないであろう・

』
藝
．
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　本洗によ警，N懇孟，A望雛iyz｛織s鍵爆）艶N◎．≦捻（9欝き凱

碧）を分析した結果を第暮表に講靴す。
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